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審 査 結 果 の 要 旨 

本研究は、身元不明死体の個人識別において、生前X線画像と死後CT画像の歯槽部分の比

較照合がそのスクリーニングに有用であることを明らかにしたものである。これまで重要

視されてきた口腔内の目視確認ではなく画像解析で行ったことに加え、歯牙や治療痕では

なく、死後変化の少ない歯槽に注目したことは新規性がある。解析画像が生前画像（X線）

と死後画像（CT）でモダリティが異なることや、その画像比較にプロクラステス解析のラ

ンドマーク法を用いたことも画期的である。研究の結果、画像解析のみで比較対象者100

例から5％（5例）に絞ることができた。画像上の歯槽の位置情報は数値化可能であり、個

人情報として安全であることに加え、データベース化にも有利である。本論文の内容は、

個人識別のスクリーニング法として極めて画期的かつ有用な方法であり、大規模災害時の

身元確認に十分適用できる手法と考えられ、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


